















































 第二言語（second language: 以下，L2）話者の心内辞書（mental lexicon）に関しては，
いくつかのモデルが提案されている。代表的なものは次の 2 つである。L1・L2 の語彙表
象（lexical representation）の連結強度及び語彙表象と概念表象の連結強度によって単語




BIA＋モデル（bilingual interactive activation model: Dijkstra & Van Heuven, 2002）で
ある。 
 松見・費・蔡（2012）は，改訂階層モデルを基本的枠組みとし，BIA＋モデルにおける




















蔡・費・松見, 2011; 松見他, 2012），聴覚呈示事態では抑制効果（e.g., 費, 2013; 費・松
見, 2012）がみられること，(b) 意味関連性については，視覚呈示事態（e.g., Hino, Kusunose, 
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